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東北南部地域におけるコンニャクの大麦を用いた草生栽培
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1 は じ め に

コンニャクを安定栽培するうえで,敷わらは,地温上昇

の抑制,土壌侵食の防止,根腐病等の病害発生軽減のため

不可欠である。

しかし,近年,稲のコンバイン収穫が普及したことに伴

い,稲わらの安定的な確保が困難となったことや,更に栽

培農家の労力不足によって敷わらを行わない事例が見られ

る。このため,敷わらの代替手段として,エ ンパクの間作

を行い,こ れを刈敷く体系が確立されたが,こ の方法も刈

敷き作業が多労力などの欠点がある。

本研究では,大麦の座止減少に注目し,秋播性の高い大

麦を用いた草生栽培を行うことで,敷わらの代替とする栽

培体系について検討した。

2試 験 方 法

試験に用いた大麦の品種はハマユタカ及びべんけいむぎ

である。試験は1990年から1992年の3カ年行った。1990年

は草生に用いる大麦の播種期,1991年はコンニャクの各年

生に対する草生栽培の適応性と草生大麦の品種を検討し,

一連の体系を構築した。更に,1992年は草生栽培を行うう

えでの施肥体系に関する試験を行った。試験におけるコン

ニャクの耕種概要は表 1の とおりである。

表 1 試験区におけるコンニャクの耕種概要
(1990～ 1992年 )

クの植付時に行うか,あ るいは培土時に行う2通りの方法

が考えられた。

大麦をコンニャクの植付時に播種した場合は,培土時の

播種に比べ,草生大麦の撹拌覆土が厚くなり,大麦の出芽

率が劣った。また,草生大麦の植付時播種では,コ ンニャ

クの出芽期から大麦が繁茂することから,開葉期が遅れる

とともに葉柄長が短くなるほど,コ ンニャクの生育が抑制

された。

これらから,草生に用いる大麦の播種適期はコンニャク

の培土時が適当と考えられた。

表2 コンニャクの植付期及び培土期に播種した大麦
の生育調査 (1990)

草生大麦の生育 コンニャクの生育
植付期

品種名
出芽率 茎 数 生草量

(%) (本 /ピ)(g/r)
棚 日 開葉期 葉柄長
(月 /日 )(月 /日 ) (m)

ハマユタカ  25
べんけいむぎ  27

472  744  7/11  7/9  27
358     950     7/15    7/10     26

培土期

品種名

掌生大麦の生育 コンニャクの生育

出芽率 茎 数 生草量 棚 日 開葉期 葉柄長
(%) (本 /r)(g/r)(月 /日 )(月 /日 ) (cm)

ハマユタカ  63  532  935  7/27  7/4  32
べんけいむぎ 70  566  1871  7/26 75  34
注 生草量はコンニャク出芽時 G月 27日 )調査

表3 大麦の播種量とコンニャクの生育,収量との関
係 (1991年 )

処理名

(品種名)
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注 1)コ ンニャク供試品種は在来種
2)追肥は1992年を除き,培土時に施用

3 試験結果及び考察

に)草生大麦の播種時期
草生に用いる大麦の播種期に関する試験結果を表 2, 3

に示した。覆土を考慮した場合は,大麦の播種は,コ ンニャ

15 565  17  29  49  77  75  98
注 大麦の草丈は,コ ンニャク開葉10日後 (7月 19日 )

2)各年生への適応性
コンニャクの各年生に対する大麦の草生栽培の適応性に

関する試験結果を表 3に示した。

各年生別のコンニャクの収量は,草生に用いた大麦の品

種により異なった。 1,2年生のコンニャクの収量は,草
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生大麦にべんけいむぎを用いた場合,無被覆と同等かやや

劣った。一方,ハマユタカを用いた場合,稲わら被覆より

劣ったものの無被覆を上回り,1,2年生に対する草生栽
培の効果が認められた。 3年生のコンニャクの収量はハマ

ユタカ,べんけいむぎとも稲わら被覆と同程度で,両品種

を用いての 3年生への効果が認められた。

1,2年生の場合に,ハマユタカに比ベベんけいむぎの
収量が劣る要因は,べんけいむぎの草丈が長く,コ ンニャ

クに対して遮光量が多いため,完全に開葉しない個体がみ

られるなどコンニャクの生育を抑制することに由来すると

考えられた。また,開葉が遅れる個体は,1年生にハマユ

タカを用いた場合や大麦の播種量が1 5kg/aの場合にも

見られた。

このことから,大麦の草生栽培は2年生以上に適用する

のが安全であり,草生に用いる大麦品種はハマユタカが適

し,その際の播種量は1 0kg/aが適当と考えられた。

③ 追肥による草生栽培の安定化
1992年に草生栽培の効果を確認したが,一方で,草生栽
培コンニャク収量は稲わら被覆より劣る点が問題として残

された。このことは,草生栽培においても施肥が慣行量で

あり,施肥不足に由来するとも考えられる。そこで1992年

の試験では,大麦の草生栽培における期 巴体系の検討を行っ

た。その結果表 4に示した。

表4 草生栽培における追肥とコンニャクの収量
(1992年 )

その結果,培土時の増肥あるいは開葉期に後期追肥を行

うことで収量の向上が認められた。また追肥窒素量は10

kg/a,1 4kg/aと も差が認められず,1 0kg/aで 十分
と判断された。

に)大麦による草生栽培体系
以上をもとに図 1に示す栽培体系を構築した。
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図 1 コンニャクの大麦を用いた草生栽培

4 ま と め

任)コ ンニャクの敷きわら代替として秋播性の高い大麦
の座上を用いる手法を検討し,栽培体系を確立した。

12)草生に用いる大麦の播種期はコンニャクの培土期が

適する。

3)大麦を用いた草生栽培はコンニャクの 2年生以上に
適応できる。

また,草生栽培に適する大麦品種はハマユタカで,播種

量は1 0kg/aが適当である。さらに3年生以上のコンニャ

クではべんけいむぎも用いることができる。

に)大麦を用いた草生栽培では慣行より追肥窒素量を増
す必要がある。窒素成分で1 0kg/aを 培土時追llEに施肥

するか,あ るいは開葉期に施用する。
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注 1)基肥は,各区ともに窒素成分で0 6kg/a施用
2)草生大麦 :バマユタカ1 0kg/a播種 (培土時)
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